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インターネットでの情報提供
提供予定日 ９月２日

平成２１年９月１日 県政記者クラブ配布資料
担 当 課 担 当 担 当 者 電話番号
地域振興課 地域振興担当 山田 恭 内線２４３５

「まちづくり」支援の成果等について

岐阜県では、平成１９年にぎふまちづくり応援プランを策定し、「まちづくり支援チー

ム」を派遣するとともに、平成２０年からは、飛騨・美濃じまん運動として「岐阜の宝も

の」認定事業を開始するなど支援してきましたが、その結果、一定の成果を上げてきたも

のもあることから、その成果と今後のまちづくりの支援方針についてお知らせします。

記

１ まちづくり支援の主な成果 【別紙１：写真参照】

・景観形成や案内標識の作成などにより、街並みの統一感が生まれ、にぎわい創出の

基礎ができるなど、具体的な成果が出ている地域は以下のとおり。

番号 地域 主な支援成果 今年度の支援計画

１ 谷汲門前 ・参道（町道）との一体的な景観形成のため ・支援チームの派遣最終年度とし

地区 の県道整備（モニュメント等の設置） て、参道（町道）と一体となっ

Ｈ１９～ ・平成１９年からまちづくり交付金（国土交 た県道整備（植栽枡工事）を行

通省）を活用し、以下の整備事業を実施 い景観形成事業を仕上げる。

・参道（町道）の整備 ＜方針＞

・家屋修景事業 等 ○門前町としての魅力である統一

感ある街並み整備など、景観形

成事業により集客増を図る。

○まちづくり活動が継続的に行え

る体制をつくる。

２ 宮川町 ・宿泊施設「板倉の宿・種蔵」の受け入れ体 ・棚田や板倉の風景と合致させる

種蔵地区 制づくりに向けた体験宿泊の実施 ための公民館の修景を補助

Ｈ１９～ ・新そばまつりに合わせたモニターツアーの ・宿泊施設への案内看板設置補助

実施 ＜方針＞

・郷土料理の再生（豆腐、在来種のそば栽培） ○継続的な景観保全策を検討する

など、食事メニューに関する助言、研修の とともに、農業体験と合わせた

あっせん 宿泊客増を図る。

支援

チーム
派遣

じまん
の原石

支援

チーム
派遣



- 2 -

・宮川地区固有のそばの種を、県研究機関が ○そばやミョウガなど特産品開発

提供 等 の支援を進める。

○まちづくり活動が継続的に行え

る体制をつくる。

３ 御嵩町 ・名鉄御嵩駅等の景観形成、街並み整備 ・可児薬師前の県道カラー舗装

御嶽宿 ・交流拠点施設「街道みたけ交流館（仮称）」 ・交流館の整備支援

Ｈ１９～ の整備支援 ・犬矢来、灯籠の整備、景観形
いぬやらい

・地域づくりビジョン「御嶽宿地域景観等整 成補助

備指針」策定に対する助言 等 ＜方針＞

○御嶽宿の魅力を高め、集客を図

るため、県道整備、交流館整備

や街並みに統一感を出すための

景観形成を支援

４ 小坂の滝 ・林道の整備 ・さらなる誘客を図り、新たな観

めぐり ・小坂の滝遊歩道整備補助 光地としての機能を高めるた

Ｈ２０～ ・ＰＲ冊子の作成 め、遊歩道の整備、トイレの設

・小坂の滝めぐり直行バス運行補助 等 置等を支援

＜方針＞

○周遊ルートの設定など地域一体

となった誘客を図るなど、活性

化につながる検討を実施。

５ 岐阜市 ・平成１６年からまちづくり交付金（国土交 ・住民団体による景観形成事業、

川原町 通省）を活用し、以下の整備事業を実施 案内看板設置、街並みマップ作

Ｈ２０～ ・鵜飼観覧船待合所の改築 成を補助

・鵜飼観覧船事務所の外観整備 ＜方針＞

・無電柱化 等 ○街並み整備はほぼ終了している

ことから、ピンポイント的な景

観形成や案内看板の設置などを

支援する。

６ 中山道 ・案内標識の統一デザイン化 ・統一デザイン案内標識の整備

Ｈ２０～ （H20…41基、H21…81基（予定）） （８１基予定）

県内１７宿すべてに順次整備する ＜方針＞

・「中山道ウオーキングスタンプラリー」の ○新たに「じまんの原石」として

実施 等 ７宿を認定するなど、中山道一

体となった支援を行う。

○特に、御嶽宿はまちづくり支援

チーム派遣地域であることか

ら、修景事業や交流拠点施設の

建設等を支援し、まちづくりと

しての成果を上げる。
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２ 今後のまちづくり支援方針

（１）まちづくり支援に関する新たな財政支援

・まちづくり支援チーム派遣地域や岐阜の宝もの認定地域において、ピンポイント的

な整備を行うことにより、景観形成などブラッシュアップにつながることを目的と

した財政支援を実施（県６月補正予算対応：国地域活性化・経済危機対策臨時交付金）。

①いきいきまちづくり整備等補助金

目的 各地域においてまちづくり活動を進める団体が、地域資源を活
用し､地域の活性化を図ることを目的とする

補助対象者 ①「まちづくり支援チーム」派遣地域（団体）
②各地域で活動する団体

補助対象事業 修景整備、特産品開発、交流・イベント事業など

予算額 ３，３００万円

補助額等 定額３００万円（上限）

応募状況 １７団体から応募があり現在選定中
・まちづくり支援チーム派遣地域のほか、岐阜市川原町、
大垣市墨俣、郡上市明宝などから応募あり

②「じまんの原石」ブラッシュアップ緊急整備事業費補助金

目的 「じまんの原石」を県を代表する「じまん」に育成することで、
県の魅力をの底上げを図ることを目的とする

補助対象者 市町村、観光関係団体等

補助対象事業 「じまんの原石」の観光客受入れ能力等の向上のための施設
整備、景観形成事業

予算額 ２，５００万円

補助率等 ２／３

実施状況 ・小坂の滝めぐり（遊歩道整備）、中山道馬籠宿（藤村記念

館改修）等の４事業を支援予定

③いきいきまちづくり関連整備事業（県道の整備）

目的 県道及び県管理河川のワンポイント的な改修により、観光客
等の利便向上、地域活性化に役立つことを目的とする

整備対象 「まちづくり支援チーム」派遣地域（終了地域含む）

・谷汲門前地区：参道（町道）と一体となった植栽枡整備
・下呂市馬瀬 ：ウオーキングしやすい河川改修
・土岐市駄知 ：駄知進入部の狭隘解消
・御嵩町御嶽宿：県道のカラー舗装（景観整備）
・郡上市石徹白：景観整備のための河川改修

予算額 ６，１００万円
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＜参考＞

■既存の主な財政支援（補助金等）

○市町村振興補助金（県）
・目的：市町村が行う先導的・個性的な地域づくり事業を補助
・補助対象者：市町村等
・補助率等：１／２以内
・予算額：４億５千万円（H21年度）

○岐阜県地域活性化ファンド事業費助成金（（財）岐阜県産業経済振興センター）
・目的：まちづくり計画策定及びトライアル（試行的）事業にかかる経費を

補助
・補助対象者：まちづくり団体、ＮＰＯ法人、商工団体等
・補助率等：１０／１０以内

＊まちづくり支援チーム派遣地域のうち、郡上市石徹白、下呂市馬瀬、
土岐市駄知が活用。

○まちづくり交付金（国土交通省）
・目的：地域の特性を活かした道路、公園、拠点施設整備などの事業にかか

る経費を補助
・補助対象者：市町村
・補助率等：最大４０％

＊岐阜市川原町、谷汲門前地区もまちづくり交付金を活用し、景観整備
等を実施。

（２）今後の取組方針

・まちづくり支援チームも３年目を迎え、これまでの効果や支援の方法などを検証す

る。

・今回は補正予算により、まちづくり支援の充実を図ったところであるが、今後、支

援体制のあり方、地元の要望、岐阜の宝ものとの関わり、新たな支援先の選定など

の検討を進め、来年度以降の方向性を示し、支援チーム派遣制度のブラッシュアッ

プを図ることとする。


